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内閣府等の推進する「子供の未来応援国民運動」として
横浜FCがクラウドファンディングを実施し、多くの皆様

よりご賛同いただき3つのプロジェクトを実現することができた。クラウド
ファンディングを通じて横浜FCの取り組みを知っていただき、ご支援してい
ただくことで一緒に地域活性化活動に参加していただき、一緒に元気を届け
ることができた。ご支援金は「子供食堂＆選手と夢トーク」の運営費、「フリ丸
の焼印」製作費として使用させていただき、一部を「子供の未来応援国民運
動」へ基金として贈呈した。 ※クラウドファンディングご報告書およびリター
ン送付：2020年11月30日 完了
1．子供食堂＆選手と夢トーク（2020年10月4日）事前募集をした小学生
22名とその保護者19名を対象に「子供食堂＆選手と夢トーク」を開催。 コロ
ナ禍の環境で密を避け換気の良い場所を選択し、公園（屋外）でお弁当の提
供と安永玲央選手、松尾佑介選手が、事前にいただいた質問に答えながらオ
ンライントークを展開。 お土産にフードドライブの食料品、横浜FCオリジナル
お弁当箱、子供の未来応援国民運動グッズなどをお持ち帰りいただいた。当
日のテレビ神奈川のニュースで放映、タウンニュース保土ケ谷区版（10月16
日）の紙面、Web版に掲載された。 コロナ禍においてスタッフはもちろんの
こと、ご参加者には検温、消毒、ソーシャルディスタンスなど感染予防対策に
ご協力いただいた。ご参加者からは「おいしかった」「選手の顔が見られてよ
かった」「新しい形として今後も続けてほしい」など、選手からもリモートでも
できることを視野に入れた活動を継続していきたいという発言もあり、コロ
ナ禍に応じた環境作りをしながら可能な限りの内容で進めることができた。
2．フリ丸印の焼印 協力：東洋美術印刷株式会社 オフィシャルマスコット
「フリ丸」の焼印を新規で5種類製作し横浜市内の店舗で「フリ丸印」のパンや
和菓子を販売。売上金の一部を内閣府へ「子供の未来応援基金」として寄付。
※2021年12月贈呈予定 取扱店舗は、TSUBAKI食堂（横浜市新市庁舎
内）、南区弘明寺商店街2店舗（コロナ禍において販売開始日調整中）、

その他の候補として瀬谷区1店舗 （商品アイテム、複数店舗での使用など運
用方法を検討中）。「フリ丸焼印」の商品販売により商店街の活性化を図り、
横浜FCがホームタウン横浜のシンボルになることを目指してこの活動を継
続的に行っていく。
3．「子供の未来応援国民運動」へ基金の贈呈 2020年12月25日、内閣
府（内閣府出席者/参事官 飯田剛）で、横浜FCの代表取締役社長COO 上尾
和大、事業部社会連携グループ長 花村仁が出席し贈呈式を行った。 クラウ
ドファンディングのご支援金の一部と既存の焼印を使用した「フリ丸印のぱ
ん」の売上金の一部を合わせて贈呈し、内閣府の飯田剛参事官から「みんな
で助け合っていこうという取り組みが形になっていることに感謝したい」と
メッセージをいただいた。
クラウドファンディングは、ご賛同いただくことで成立するため達成までの
道のりは緊張した日々が続いたが、同時に3つのプロジェクト企画の進行か
ら完了、ご報告まで貴重なご支援金を使用させていただくため慎重かつ大切
に実行することができたことで学ぶことも多く、関係各所からも心強いサ
ポートをしていただき、お力とお時間を頂戴し、責任は重大であることを肝
に命じながら進めた。強い志を持ちながら社会と真摯に向き合っている皆様
に出会い、その行動力を知り今後の活動に向けて大きな財産となった。この
プロジェクトで得たものの一つとして、選手が動画などで告知協力に取り組
みリモートトークに参加したこと、リターン商品として選手からのお礼メッ
セージ動画などを盛り込むことでクラブ内の各セクションが関わり全体で取
り組んだプロジェクトとなり「子供の未来応援国民運動」への取り組みの意識
付けも深まった。「サッカーだけでは足りない、サッカー以外の取り組み」を形
にしていくことをこのプロジェクトを通じ、このようなときだからこそ子供た
ちの未来を応援することの意義を重く受け止めるとともに、あらためて皆様
と共に歩んでいくことを継続していくことが今後の目標となった。

活動詳細情報はこちら https://readyfor.jp/projects/yokohamaFC2020

https://readyfor.jp/projects/yokohamaFC2020/accomplish_report
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横浜市保土ケ谷区川島第4町内会館、
バニヤンツリーベーカリー、
水道みち公園、横浜市新市庁舎、弘明寺商店街

活動場所

社会福祉法人横浜市保土ケ谷区社会福祉協議会、
ほどがやみんなde食堂ネットワーク ヘルキーカフェ
（NPO法人ぎんがむら/NPO法人ちゃっと） 、
地域食堂りり庵、横浜健康ファーム ともだち、
NPO法人フードバンク横浜、横浜冷凍株式会社、レノボ・ジャパン合同会社、リコージャパン株式会社神奈川支社、株式会社ミツハシ、
日本KFCホールディングス株式会社、バニヤンツリーベーカリー、東洋美術印刷株式会社、内閣府、弘明寺商店街、TSUBAKI食堂

協働者名

企業、NPO、住民、行政、内閣府

協働者

横浜ＦＣ
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